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今回のふくしま大会は、娘と二人で参加させてもらいました。 

東京で乗り換え郡山までは新幹線で、郡山の駅からはシャトルバスが出ており震

災当時、多くの方が避難された今回の会場であるビックパレットへと向かいまし

た。 

交流セッションは９時からの開始でしたが当日朝一での出発で会場に入ったの

は１１時でした。 

既に青年委員会「現在の被災状況」女性委員会「安全なくらし」まちづくり委員

会「防災の諸課題」の担当発表は済んでおり初めての試みという３委員会合同パ

ネルディスカッションからの参加となりました。 

 

■交流セッション① 

9：00～12：15 

テーマ 防災・減災・まちづくり 

ディスカッションの内容は、「被災からの復興とコミュニティの再

生」 

３委員会合同で何が出来るのか？ 

建築士として震災直後にどのような活動をしてきたか？ 

士会として、また委員会として個人として活動をするにあたり

様々な葛藤や苦労があったという話も聞くことができました。 

青年委員会の話として福島は原発があるために震災当初に行った応急危険度判定、現在では除染

活動の監督業務を担っている。 

仮設住宅の復興住宅に携わる中で、復興のために短い時間での設計であり住民の意見が反映され

にくいことへの苛立ちも感じておられるようでした。 

今後は建築士会の会員同士、青年員会では足らない部分を建築士会内でコミュニケーションをと

り強化していきたい。建築士会に頼めば安心だということを地域の人にも知ってもらいたい。 

テーマは「社会貢献」だとまとめられました。 

女性委員会の活動としては私たちも知っているように震災に関する活動を震災直後からはじめて

いました。 

直後の視察、全建女での震災の現状報告の継続など他の委員会とは違った活動をしてきました。 

千葉県建築士会女性委員会の資料「地震いつもの備え」http://rady-ac.moo.jp/ 

福島県建築士会女性委員会の資料「考えよう！明日を担う子供達のための住まいづくり」は両者

共、女性ならではの考えで作成されたもので特別なことでなく毎日の生活をしながらできること

を考えられておりとても参考になります。 

まちづくり委員会は、阪神大震災以来とりくんできたが 3.11以来は毎年取り組んでいるまちづく

り会議。茨城大会では震災の現状を聞いてきた。今後も全国のまちづくりを支援していき「防災

のまちづくり」に取り組みたい。一方で被災した文化財のように価値ある建築も解体する方向に

進んでいることについて建物が可哀想だとも言われ同じ思いをしました。 

まとめとして 3 委員会合同で何ができるのか？ということに関してはそれぞれの活動はあまりに

も違っているが、それぞれの活動に役割があり今までお互いの情報交換ができていなかった。 

今回合同でやることでお互いの活動を知ることができたことは大きな収穫です。 

それぞれの委員会がある意味がわかり、連携をとりネットワークを組むことが今後期待されると

いうことで締めくくりされました。 

 

http://rady-ac.moo.jp/


■昼食・物産コーナー 

恒例の大会弁当の写真です。 

物産コーナーでは喜多方ラーメンや地酒の試飲コーナーなど 

賑わっていました。天気もよく暖かかったのでお弁当は屋外で 

食べました。 

お弁当を食べた向かいには仮設住宅が並んでいました。 

高齢の方が住んでおられ時々散歩などをしておられました。 

まだ不自由な生活をされている方がいるのですね。 

 

■情報発信セッション 

 こちらでは震災の時の写真や学生の設計の展示などを 

見て回りました。 

「東日本大震災記憶と未来いわて・みやぎ・ふくしま」 

黄色い法被を着た福島県建築士会の方が語り部として説明をし

てくださいました。 

 

■大会式典 

 15：00～17：00 

オープニングアトラクションは「フラガールによるフラダンスショー」 

です。今回一番楽しみにしていたものでした。 

フラガールの方々の笑顔に東北の方の力強さを感じました。 

大きな力になったと思います。 

来年は東海北陸ブロックから石川県での開催です。 
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福島県の方の説明で毎回出てくるのが福島県は、浜通り、中通り、会津から成り立っており同じ

福島県でもこの 3つの地方では気候も文化も違うということを知りました。 

震災の影響もずいぶん違っていました。 

それぞれの地域が震災後に協力をして復興に取り組んでいることをエキスカ

ーションに参加させていただき感じました。 

エキスカーションは三井所会長も同じコースに参加されて福島のよい所をい

っぱい伝えていただきました。 

普段は控えめな県民性だと言われる福島の方でしたがとても熱心に 

説明をしていただき福島の魅力をたくさん教えていただけました。 

福島建築士会の皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


